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反射層が二重に観察される夜間の

電離層反射型空電波形

I 緒 言

1955年6月K観測した孜問の空電波形の中には，反

射層が二重11:観察される波形が数多く見受けられたの

で，詳細K解析した結果，これらの波形は所謂regu)ar

peaked type K属し而も E届の高さは 5乃至6kmの

差で二段iζ認められ，両層の反射は上層は上層だけで

反射し，下層は下層だけで反射するものであることが

注目された.又この型式の波形は 8日間の観測期間中

夜間は毎日認められたこと，並lζ梢方向性があるらし

いととも感ぜられた。この型式の波形を利用してchar
t

から空電源の距離を求める場合は，通常の regular

peaked type よりは一層疋純に距離を決定出来る長

所がある等について報告しであるが，未だ理論的三宅祭

lζは触れていない.

H 1955年 6局観測の波形解析結果

6月は長波のEA1反射係数の最も大きい時に当るの

で， 1955年 6 月 16 日 ~23 日の 8 日聞に観測された夜間

の電離層反射型波形の中， long oscillatory train type 

kは触れず， regular peaked typeで特に反射層が

二重11:考えられる波形を選び出してみた.それらの代

表的な波形を10枚掲げると図1乃至図 10のようにな

る.

このような波形K対して peak間隔を詳細に観察

するとこ速の peakが存在し，且つ反射次数が向く

なるにつれて向次と考えられる peak間隔が次第 iζ

大きくなっている.とれについて茄し多重富が或る時

間々隔を以て再びat放電があったとし，それから宿敵

庖反射で生じたこ速の peakであると考えるならば

同次の peakの問摘は反射次数iζ無関係に一定でな

ければならないし，又多重度も 2つに限ったことはな

いのであるがp この型式の peakは二i阜のようであ

る.従って多重富でないとすると，何等かの理由Kよ

り反射庖が二段にあるのではないかと考えた.筆者は

先iζEFtiの反射高を 80kmとして求めたので，こ ζで

は二反射層の中，上層を 80kmの高さとし，下層を75

kmとして 1枚の chart1ζ重ねて画いた図11の chart
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11:， この型式の波形を当てがってみると，それらの波

形の各 peakはよく適合していることが判った.I1pち

特Irpeakがはっきりしている36放の波形IC対して，

その約7:Jl1Jの24枚は略々 土30，tsec.以内の誤差で適合

するのである。次に試みに上層の反射高を80kmとし，

下層のそれを74kmとして計算した chartを作って同

じ波形を当てがってみると，多少i適合性が悪〈前記の

誤差の範囲内では約5制の17枚となるので，結局上下

両庖の高さの差は約5kmと云えるよ 5である.

扱今の場合反射層の中，上回の高さを 80kmと仮定

して下層との高さの差 5kmを求めたが，上層の高さ

を85km乃_$90kmとしても両反射，習の高さの差は殆ん

ど変らないことも確めることが出来た.猶上述の両反

射層の反射については，上層で反射する一述の peak

と，下層で反射する一連の peakとを観察した訳で，

上下両溜を入 り乱れて反射し到来した peakは見当

らないことをつけ加えねばならない.

次Irζの型式の波形が特定の方向から到来するもの

に限られるかどうかを検討するため，前記の観測期間

中IC観測された regularpeaked typ巴の金545枚を

到来方向によって区分して画き，又反射層が二重iζ考

えられる型式の波形全86枚も同様にして聞くと図12の

如く，夫々実線と点線のよ 5になる.

この図で 0。と 1800 とは南北方向， 90。は東西方

向を示し角度は時計廻りに増加するものとする.これ

をみると regularpeaked typeは南北方向に於て著

るしく減少しているが，これは南方海上より来る波形

は主iζ longoscillatory train type IL属するのでこ

の影響を多少受けている.そして点線で示した反射庖

が二箆に考えられる波形の到来方向も大体において実

線の regularpeaked typeの方向性と似ているが，

どちらかと云えば南北方向より東西方向IC於て梢顕著

なよ 51ζ見受けられる.

このよ5な型式の波形は 8日聞の全観測期間を通じ

て殆んど毎日観測されているし，又観測時聞は21時と

O時の何れも略同数程度観測されていることから考え

て，特lζ異常な宮殿層の条件K基づいて現われた波形

ではないと考えられる.
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スとの型式の波形は次lζ記すような長所がある.即

ち一般的K電磁層反射型波形から空電源の距離を求め

る場合 peakの次数を決定するのに困難な波形が多

いのであるが，この型式の波形では peak数が倍 κ

増加しているので，次数を間違えて chartIC当てが

う危険性はiffiかに減少する訳で，この点はこの型式が

Z巨総決定iζ有カであると云える.

I Rivault氏の波形についての考察

ここで Rivault氏が Notepreliminaires du L. 

N.R.W 65 Ir::発表されている 1942年10月23日観測の

波形 N013K対して閉じような考え方をしてみると，

図13に於て， Rivault氏の採用した peakは実線で次

数が記されており，その解析結果は電磁層の高さ

h =75土 1km，~電源距続 d =12∞~14∞km とし

て求められている.筆者はこれに対し念のためこの

peakで求めてみると間待Kh =75km， d =13∞km 

となることをE産め， -IIZ IL点線で示したー遣の peakを

採用して，これらの peak間隔から hとdを求めると

h=82km， d=13∞km として同じ空電源距離を得

ることが出米た.即ち ζの波形も筆者の考えでは反射

層がこffi:K認められる波形iζ属するものであると云え

るのであって，去い換えれば Rivault氏の h=75土

lkmは反射府の下層lζ相当する高さと考えられるの

である.
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IV 1956年 3月の観測波形

以上J.955年6月K観測した波形と Rivault氏の一波

形について述べたが，この他lζ:.956年 3 月 25 日 ~27日

の 3日間の2可時K観測された波形をみると， 3月のよ

うに電離層の反射係数の低い時期lζ於ても電磁層反射

型波形が多数認められ，その中iζは6月の場合と同級

反射層が二重Ir::認められる型式のものもあった re-

gular peaked typeの良好な波形26枚を選択した中で，

反射庖が二重に認められるのはその中の6596であ り，

よ層を 80kmとすると下層は大凡74kmが適当のよう

であった.

これらの波形の 2~Jを示すと図14と図15である . こ

の観測は観測期間が短かく，而も 2~時だけであったの

で，観測された法形の枚数が少し従ってあまりはっ

きりとは云えないのであるが，反射層が二重に認めら

れる波形が観測されたことは縫かでめる.
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本文ICI主主としてJ955年6月に観測した夜間の re-

glllar peaked type波形の中略 5 km~隔てた上下二つ

の反射陪が認められる盟式の波形について述べ，併せ

てこの波形の特性について若 r.の考祭をなし，民;にこ

のよ 3な見Jiをした時 Rivalllt氏の 1波形も間以 IC

J免明出来ることを示した。しかし上下両庖の存(1:につ

いても，ス反射次欽』ζ対する peal< 品~III についてもJ111

I;~~的 与祭を加えることは出;I~なかった
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